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抄録 

上顎臼歯部の歯槽骨は抜歯後委縮して、インプラント埋入が困難になる場合がしばしば起こる。この

ような状態の場合には、サイナスリフト法を用いて骨造成を行いインプラント埋入することが多い。

しかし、手術侵襲が大きく，使用した移植材料が不具合だったり、漏れ出すと上顎洞炎が発生するこ

とがある。一方、ソケットリフト法は侵襲が小さい半面，盲目的手術であり，挙上した上顎洞粘膜が

破れる可能性が大きくなる．こうした状況から、近年，骨形成能に優れたハイドロキシアパタイトを

チタン金属にコーティングしたインプラントを用いて、骨移植を伴わないソケットリフト法が応用さ

れるようになった。上顎洞粘膜が破れても、移植材が漏れ出ることがないため、上顎洞炎の発生の可

能性が小さくなってきた．今回はプラズマスプレー法で製造された AQB インプラント（HA インプラ

ント：アドバンス社製）を埋入した症例を供覧する。ハイドロキシアパタイトの優れた骨形成能によ

り歯槽骨が薄い症例でも早期にしっかりした骨結合が得られ、予後の悪い症例でも、インプラント窩

と上顎洞が貫通することはなかった。 
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HA インプラントメーカーシンポジウム 各メーカーの HA の特徴を知る 特別企画： 
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